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柿木遺跡報H暑：の刊行にあたって  

野＝掴機株式会社   

町却一拍粧封出・そ  

演 義夫   

我が旺は、主に特殊禰を■卜L、とした銅りの安定供離せ‖指し、近来のモー タ  

リゼー ションの発附こ＃与してまいりました。201叶紀が生み出したt－1刺車文明  

というものが時代の一つの象徴としてとらえられており、現代文化に深く根ざ  

しております．）   

そういったl暮Iで、刊111の創肛I㌧L他の下に悪かな暮！l一代の文化遣席が111もいtて  

いると御伺いした時は、胱むの流れを想起せずにはおれませんでした。近来、  

「地ノ／の時代」とむ盲てノ）れー‾もの」かご，l■こころ」へ旺会の風潮が週圭を顧る小  

で、■Ir代の文物の発掘は、時期を得たものといえます，。   

甘杜レ常々社会への文化的草献を労えていた所、発刊最甘査を失地いたし、地  

域の解明に役二立った粥は喜びにたえません。   

今車I調査された柚木遺跡のlノっ谷は木賄こ評判＝ことりまとめてありますので、  

参照していただきたいと．軋し、ます。   

相似二、例年にない舵冬の小で調査（こあたられ、立派な報㍑■非を完成してい  

ただいた前橋村数寮愛車莞の多くの槽膵をはじめとして関係各位に深く感謝II】  

し上けI甘行の言葉といたします。  

＝“川5がIこ5J】1I川   



は   じ  め  に   

前橋市は関東平野を一望できる雄大な赤城11ほ北に、坂東太郎で名商い利根  

川や詩情豊かな広瀬川が硝闇封也内に消沈を通る、水と緑にあふれた美しい県郁  

です一〕   

追い11「明文化の時代には、東園最大の嚢族、上毛野氏が赤城山南面を小心に  

して栄え、 律令政治の時イじに入ると、允総社に上野圏府が吊かれ、肛1i廃寺、  

／  

何分守も立ち並び、奈良の榔のような一大政治文化倒が形づくられてまいりま  

した。   

市の西部にある絵札・元総社地lさこは古代上野国の中舶地域であり、数々の應  

史的道政が残されているのにもかかメ）らず、区画磐判卜二Ⅰ二葉川地・l乳越道等の  

開発状況の激しさに驚かされます。柑こ、関越道前橋インターチェンジの供川  

開始になってからの変わりようは市内でも特に激しく、Il順風景が少なくなっ  

ています。   

このたび野村綱機株式会社が、総祉地区における開発計画を教育委員会に協  

議を小し人れ、関係諸ソ川iの御協力により発掘調査の運びとなりました。調査  

の結氷、縄文時代の背から人々が生活の場としており、奈良・平安時代には、  

多くの家々が立ち北んでいる事が明らかとなりました。   

現状のままでの遺跡保＃は純理でありましたが、今後、胡備にともなう幾多  

の遺物呼や記録資料をもとに社会教育・学校教育の場に二l：火を凝らして洲l】し  

ていく所存であります‘、   

繚後に物心両面での緩助を惜しまなかった野村鋼機株式会社に厚く御礼を述  

べると同時に、発掘調査・避物整理をH滑に進められたのは多くの関係機関や  

各方面の方々の御配慮の結果といえます。また、本報弊習が、埋蔵淡化榔こ対  

する理解を深めるとともに、考古学研究の参考になればさいわいと存じます。  

1984年 ′1月 27 日  

前橋市教育委日金   

教育長 金 井 博 之   



例  

1．この種吾輩は、野村鋼板株式会社（東京郡江東I割勘i9丁‖8－20代表取締子廷 演 義犬）が建   

設する資材倉種子産地（掛橋ポ高ル明1丁目28－15）（∴わける発掘調査に関するものである。  

2．調査は、前略市教育委日金文化財保護係が担当し、iii川甜肛子、梓川清里、兢木晋一、江部和   

彦、木；托  孟軋前原 豊、福川硝煙が参加しL また、調査にあたっては、野村鋼機株式会   

社に理川及び協力を得た⊂，  

3．本邦の作成は、全体の討議をもとに、IIl－2、IV－1の一部を江部榊彦が執筆し、その他に   

ついて前原 豊が執筆した。  

4．本譜の編基は、前煉 豊があたったこ，また遺構・造物の細図伸助二あたっては木部埋有子の   

協力を得た。遺構写真は損当署全員があたり、遺物写真は福Ⅲ稲穂が才旦当した。  

1．本道跡の略称はA2である。  

2．各追捕の略称は次の過りである。   

l・l…二l川棚慄用の†剥軒址・l）…土杭・W…溝跡・1）…ピット  

3．遺構・冶物の実測担】の縮尺は次の過りである。．   

遺構＋住居址・二1二坑…1／∽・電・‥ソ3。・溝跡…ソ1。。・全体図…ソ200   

遺物 二I二菅旨・石器…％・一部のイ丁掛‥1／6  

4．スクリーントーンのイ射‡lは次の油りである。   

遺構平面図  焼土…点，炭化物…斑   

遺物実測図  須恵菅馴晰rli…㍊舞．黒色処理・‥抑かい斑，炭化物…J札 赤色雄彩・・・点  

5．迫物番号は、遺物を取り上げた際の筋号を倣川した一二 また，実測図中のIJは薇二1二山二t二を示す。  

1V   
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Ⅰ 調査に至る経緯   

九・さのき   
本道跡の名称はl‖也籍、飾蠍肘削朋l；総■吏1州大字高井小字柿木グ）小字名を採川し、柿木遺跡と  

した。岬川レ10年代にl式画聖理が行われ、現在の地価である群蟻貼前鵬市高州1り‘1Tll－28－15と  

地番来示変むがなされた。このI互城の調査は、古代上毛野l封の中根地域であることから、数多く  

の胡査が失施されている。   

まず推定上野l軋仰の調査がl〔榊‘10咋代に行なわれており、元総祉′卜校庭と昌架守一裏において甘  

縛らしき据立杜建物址が検山されている。また国分二守の訓査も、町伴帖10年代か吊已寺の調査が  

実地され南北1．51叩、東西1町の寺城と碓鑓されている。僧寺のプパまむ跡整備を控えた発掘調査が  

昭和55・隼度から継続して実地され、各施設が判lり】されつつある。I11二Ⅰミ廃寺の調証は昭制服年から  

56咋までの7次にわたる紬親制査が行なわれ、州立柱建物址を含ダ）・i■し誼な侶二I二ji別勿が発見されて  

いる。   

次に区画慾理串業に†さドって総il：1！J墳群のうち王‥11！r句†カー発掘され、県下最長の′行おである串が  

判岬＝ノた。現在、元総社明神追跡の確認調塞が失地され、南北に張る大溝の検川があり、今後、  

風面盤現がl釧狛Ilミ定他に及ぶため、綿密な調査を冥施しなければならない。この他に関越道の調  

査によってほぼ全面調麿が前怖インターチェンジからi；I川朝ほでグ）約‘暮1く111の長さにわたって失  

地されている。二l二地改良による．彿赤も清黒地はせ小心にして平安期真休の大雅落が検潮された。   

こういった数多くの調査がリミ施されているl基地の申で、本地域は区画肇剥が終了しているため  

追跡の存抑こついてやや消椀的な見方をされがちであった。しかし、1I椚U57年度元総社地l亘で区  

かん七んとい  
画整理事業を失地綾の閑泉樋j跡跡から‾Jrl細I封℃l≠帰3軒と奈良一半ぉ味†℃の大溝を確認し、調査  

を失地している。このことは1幻吋整理の際、二l：砂の移動は表層のみにとどまっており、地下に布  

イi三する遺構は－t■分に保存されている事の証しであった。   

こういった事例を踏まえ、昭和5鋸Iミ10日（こ朋党計抑こ基づいた照会があった．：この分布舶紬こ  

よって本道跡の所れが判明したわけである。その後、11ノ引こ試掘訊寮を実施し21112の試掘ピット  

によって平射時代のI；i三倍跡のイ川三が明らかとなった。これら一迎の剖赤錆果を抑まえて開発お体  

者である野村錮機株式会社（東京都江東区亀戸91－1…18希20号イじ表取締子災 摸 義夫）に現状保有の必  

要性を一缶1答した。   

しかし、現状保＃は不可能であるという協講の小し入れがなされたため、発掘調査を実施する  

ように押度回答を抜目した。その後、12J三lに入って発掘例査損当署として過当な人相が見当らな  

いたダ）、桁数育委日金へ調査依納がなされた。市では職員体制を鑑みて調査の伏頼を受理した。   

調査、整理の甘仙こついては全面的に原l甘苦魚拉で失地されるはこぴとなり、開発行為者であ  

る野村釧機嫌式台il：の協力を糾て、前橋市教育委日金社会教育拙文化財保護係が剰屈調査を担当  

した。調査Ⅰ茎は介嘩建設予定地に拾って設定し、約500日12を全面的に発掘調査した∴猟森期間は昭  

伽58咋12月121三Iから昭和59年1ノ】131三lまでの約1ケノ三川りであった（）  

－ 1 －   



ⅠⅠ遺跡の位荷と環境  

1 遺跡の立地  

小さJIさ 慶il目し／こかいち卜l   

柿木追跡が酢／t三する前橋吊高柳り－・1－l事は、㈲酢l刷り也である県け付近かl－）北i叫約‘1lくI11のと  

わわtIバこ」と〃Il  

ころに‘手）る。j貴跡：ま†行通人友西通線（摘称廃業適職）と県迫南糾ル．前橋線の交差瓜かJ）南西200  

Illの所にある∴上た束仙こl玉l鉄上越線が雨北に起っており、遺跡から東北東新川（）（）mに附．！与総社駅  

が‘f）る。反対の州別400111の所上関也t－1動車道新潟線がi馴ヒにナ定され、二I二串が進められているJ   

追跡の所／暮三‾I●る地域は前橋わ地上であり、標高約1仙11の北桝かl－）南東のゆるやかな細別地であ  

る1、條れl川りこ弼ほ発する小小淵Ilは来由方向に北）とし、わ地を紺ぶく閉附しており、符河川に  
ごJlう11（りけl｝I人がI〉  

分断されたゎ地の幅は60（）～8川IIlll廿外で‘f）る．）柿木遺跡揖、この′卜1ミ頭川と八幡川にほさまれた台  

地．卜にあり、この付近の八幡川は深く閃析され比高山Il以＿卜の用を形成している．）   

追跡の甘地する前橋台地は、約2′11）0りfド前の火Il成沈川瀾物によって形成された。そのために、  

それ以前の排水系が消失を受け、いたるところに沼沢地が形成さJし 上部ロームJfづカf水成胱憤を  

し、帖二仁化しているのである。遺跡の地桐も表土、水成■1淵拍－ム屑、砂礫屑となり、これらの  

車失を物語っている。   

現／t三、遺跡I．那勤ま高燥化した二巨地であるため、勅IIには不適であり、桑園を三iミとした畑として  

利用されている。  

2 雅史的環境   

今回の刑．動こよって、遺跡のごiミ†舶ま奈良・平安時代の†潮悍跡である。申すまでもなく、本地城  

は1！「代＿1二野雁Iのlい枢地域の－・／ーほ－！け）ているため、川辺からも数多〈の同時期の挑瀦抽l二が検Jliさ  

れている。今回の．河査によって経文時代以降の遺物もノ）ずかなが一丁）認められたため、その時代か  

ら川辺の状況を見てみよう。   

現在までlこ、先土器時代の遣物は発兄されていない。火11峨満州瀾物が約2‘1000年前に形成さ  

れ、前橋台地l甘面がつくられた三Iiと京成椎梢ローム研が〟在することから、今後光二＝甜時代の文  

化は検川されるものと考えられる。   

続く縄文時代には捏造跡とい）ザかな山二1二遺物と遺構が散見するにすぎか、。串l別として下火  

西追跡、清里崗邪道跡都、l）lけ助追跡、中高遺跡、快申塚追跡、阿分墳遺跡、■Iり丘j封亦などがあげ  

られるJ嘲酬l勺には前期から後期初面といった範囲でJjさえられる〕こういったlいで、国分寺lい  

聞地域追跡や亜共通路東・西追跡のlいで検出された前期・中期の多数の住J封1Lは！1り也城の鈍文文  

化をニサえる上で摘要な資料といえる1J   

弥生時代lこ1ミると調速例皿少なくIIIjU】の環濠集落址で．f）るi馴巨りf中塚遺跡と後期の桜ケ丘遺  

－ 2 －   



fig．1鱒本渡跡と周昭聾跡（減点価J  

醍軋国分寺中間地壊遮跡、J下東西迫膵にわずかや三散見掛るだけである。井艶川、染料11流感淀比  

べる」と格段の差を生ず恕のは、本地墟が高燥略した土地であるヱとめ地形的要歯に嫡画す息ので  

あろうふ。   

疎く宙軸春代に整うそち大きな感泣は検出登れないぐ前期の集蒔址として鳥羽逮跡、国浄華中  

1 3  －   
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問地域遺跡、元総社明神遺跡、申履遺跡等にTJイI三し、小・後期に1ミっても下京両道跡、閃泉樋遺  

跡、国分桟道跡等のみである。ハJ真の分布を見ると、周辺には終末期のものが多〈軋られる。  

リ．汀価陰終末期に位遣づけられる：‡封勘1l、蛇穴山▲ll川1を包する総批1い甘群カヾ遺跡の東側約1kIllに  

所在する。また北▼ノノには戯イ川」糾イイ三三を含む南一卜lい鉦が存♯するように奈良時代へ遺跡が続いて  

いく．。特に東接する総社1日弟肝〃、人l三的性楕の▲■！溝1が連綿とした継続をもら、その後仏教の波  

及に伴い肛五庵守が建立される。   

奈良・平安時代に至ると、同府、固分二寺等の●I二野団の枢要施設の山現を見る．）本地城の大躾  

落の肛覗は奈英昭代から桝二群が見られ、平安時代に至ると爆発的な発展を見る．〕遺跡名を列挙す  

ると陣場遺跡、清里南部遺跡群、■l嶋追跡、←卜東西遺跡、北掠遺跡、国分墳遺跡、何分寺I目礼地  

域遺跡、．捗軋遺跡、中尾遺跡、元総社lけ＝朝意跡と数多くあげられる。多くの追跡から緑紬陶郡、  

l札、墨書二l二者謹、備金具、維イニ川酎il：等の山二l二がル〕れたり、特殊遇㈹が検出されている．〕このよう  

に本地城の当時期の猥落はてIr代上野国中枢地域に立地することと特異な性格を則梢している。  

1ⅠⅠ調 査 の 経 過  

1 調査方針   

発掘調査を失地するにあたって、耕作土の掘削は、期間的制約があったため孤機を用いた．＝．調  

査範囲は湖北18111、火西24111、ini損約500Il12のほぼ良ソノ形の区域であった。そのため区域に治った  

形で4tll凹ソノのグリッドを設定し、西から東へ作用数字、北から南ヘアルファベットで呼称した。  

祢グリッドの呼称方法は北西の兢の名称を†む用している。   

調査は衷二l二屑の除去後、碇ちにプラン確認に人り、並行してグリッド設定、Ii．ⅣⅠ．の設置を行  

った。その後、平板測量にて遺構の配讃図を縮ぺ1／．00にて作成し、紅組構の調査二1二程を検討した。  

その結果、住居址の調査は  

l 小央那でクロスするセクションベルトを請封ナて上層観容を行う。   

2 造物について、10cI11四ノ／以上のものは紺陸上／2。にて図化し、それ以下についてはドットで  

表記した平面図を作成する。取り上げに際しては、造物f沌主に諸属性を記録する。   

3 竃の図†とについては、規則として縮尺1／l。のl酬ヒ、遺構平面図は原則として縮尺1／2。にて尖  

施する。  

以上、大まかなノブ針のもとに調査を進めたが、南とげ引こ大きな建物が存在するため、陽があたら  

ず、地面の凍結になやまさjt人きく進捗をはばんだ。   

測量の基準点であるが、水準はi些i400111地点で訓査lいの下東西追跡の原点を移動した。平面座博  

についても、同遺跡の国家康博（関越道）を有川＝ノている。平面多／句作業は、閃適汗l動車道座膜  

－ 5 －   



ブロック点0Ⅰ－100（Ⅹ＝－ト15t）00川（）、Y＝－7251）（川0）をヰり目し、本遺跡調査l式内のf才一3グ  

リッド枕までのトラバーを実地したr、その結果、F－3グリッド杭（X＝十15703．039、Y＝－  

72112．85‘1）、3ラインのソ〃司′Jj（172－02′l（）′′）が明らかとなり、調査l夏は真北からN－7ユ57′50′′－Ⅵ7  

を向いている。調査終了後の遺跡は、埋戻され倉庫建溺が予定されている。  

2 調査経過  

発掘朋査皿、12月12「Iに発掘端材を運び込み、  

事務所1勺の整理、レベル牧点の移助からスター  

トした．，翌13‖には重機とダンプによる表土剥  

ぎが始まり、1引≡Iまでに、遺構の全容を把握し、  

同時に調査はの設完と平板測量による遺構分布  

図の作成を宿った〕プラン確認の紆軋 住居址  

6、土杭It）、人溝1、ピット5が故山された。  

まず排二仁量の多い大清から岩手し、イニi三居址・二1二  

坑・ピットの．lけiで調査を行うことになったっ   

大溝は狸二巨星が多かったため、11琉り下げるの  

に千Iiりどり、13トI～17［iまでかかってしまった。  

また、†三i沖‡は貼床が多く、2倍以上の調査時間  

を曹さなければならなかった。特に、3号住居  

や‘1号†’輌㌻の場合はJll土遺物が多く、精査にも  

時間がかかった。   

動こ、追い打ちをかけるように、例年にない  

鵬冬が我々を殖った。遺構をい由らせ作業が思  

うにいかず、ほとんど陽射しが当たらない場所  

のため調査も著しく停滞してしまった。   

Eヨ アラン楕建  国 斜■・開  

Ⅲ 馴下げ  ［コ 蜜埴写興  

■ 川 査  

Iab．1 発掘調査経過長  

しかし、町村銅機株式会社や市公園純地課から大量の笹を楢川でき、厳寒から何とか遺構を守  

れるようになった。12月2∠l【l、担当者l吊で協議した結氷、年内の終了は無理と判断し、住店の縞  

査・炎抑＝こついては新年に持ち越すこととなった。27‖には遺構の十分な養生を施し、調査再開  

時に備えた。翌59年1月5lIから調査は再開きれ、残りの朋査がひき続き行なわれたl）11ll、10  

号土坑の調査を終了し、遺跡（遺構）全体写真を幌彫し、引越しの準備及び遺物隼埋を開始した。  

13日には航空写真を根影し、・軋場での作業を終了した。  

ー 6 －   



ⅠⅤ 遺 構 と 造 物   

遺跡の概観   

今回の調査地は、Il獅肘0隼代にl和一腰聴持薬が失地されてJjリ、地形は北西カ、ら火耐にゆるや  

かに傾斜する平坦地である。奈良・1ド安時代を小心として遺構烏、三iミに地表下釣‘川－60cI11のとこ  

ろに椎梢する他山面で検出した．，地山は仝†有明け：Il礪として肥え、基本的にはl暗オリーブ栂色シ  

ルト貿を呈し上部ローム層が水収椎梢したもので≠li二l二化している． その小でA－（卜1グリッド  

からF－2・3グリッドにかけて抄乍乍の茹糾也ローム土が分布していた。この区域に深川を入れ  

た所、下部より礫がラミナをさlゝしており、上部ローム堆梢時の脱水形跡と判断できた．）   

遺偶の碓認面までの層位はⅠ屑〔昭オリーブ†掲色帆紗〕の現／I三の桝作土層が▲10cm前後＃在し、  

ほ削A軽イ了、l川東石が15－20％fJ一り射邑められる。その下に1川1〔黒色細砂〕が搾れ11ニッ畠1J．1）  

屑、二次雅梢のi美間C軽石を混じえて10cIll前後、発掘【東城の両川部分に認めらJL／∴Ⅰt－2サ†三iミ  

rilミ．3 柿木冶跡朝出到（l／200）  

－ 7 －   



桝Jlt：の南壁凋この屑で碓認されている。‖層〔暗褐色紺砂〕はロームさ帆移J卓jであり、2（）cIll前後認  

められている。このようにⅠ裏：睡腰理や川作のため全休にわたって、後聴の削平を′受けている。   

しかし、遺構の検出状況は明瞭で‘f）り、†三i三居跡、土杭、溝等が調査され、これらを検討した結  

果、奈良時代から平射I射℃前期にかけて！長落として′神川され、小・世にいたって堀が開削きれた事  

が判明した。また縄文・弥肘1諷l㌧の二卜昔話H・いっずかに札られた。  

1 住屠址  

H－1号住居址（rig．‘l－6、Ⅰ）Ⅰ．．2・7）   

発掘区域兼腰に接するD・E－nグリッドに位置し、l・Ⅰ－2号I三i三田址の北壁とD－8サニヒ坑を  

切って一指築している。住屑のほとんどが発掘区域外になるため、調査は全†本のl／7にすぎか、。  

I即時期の性居例から、磁を上にした場合、横形長方形になると推定できる。調査穐I明での軋模  
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リープ略色シルト招二h帆Ⅳ仲仕を主体に含む。  

D 色組抄W。1凪と典通－l’るが、Ⅳ酢ヒを▲tOク乙含む。  

rig．‘1t－l－1号ti三I錮！：（ソ珊）  
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は、南北軸5．05111、射仲紬柏．63Ill）  

であり、各辺といれ線的に延び、コ  

ーナーは隅円である。三i三鮒はN－860  

－Ⅰ工を指しており、平射I炉代liミ居の  

－・般的な特徴を示している。   

ほぼ平坦而に立地し、碓認而のロ  

ーム他山カ、らの探さは8－11cl11と  

f美し、ために遺布状態は良好ではない。  

しかし、各壁とも立ちI∴がりは緩や  

かであったが、明確に検川できた。   

昧面は平均8clll前後のl裾未が鴫  

槻色二仁とローム土を混合したもので  

地されており、磁前面にはNS2  

IllXEWO．4111グ）範岡にわたって壁  

紙なy杏み【占lめが広がっていた。この  

踏‘みl古け）部分のうち、触1了州iIま他に  

比べて7～8cIll低くなっていた。ま  

た湖東コーナーには人班大の河原石  

が5止まとまって出土しており、そ  

の成面は他に比べ10clllほど深くな  

っていた。   
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虹細砂層。粘性・Lまりともち・い。  

fig．5 H－1号住居址寵（l／。。）  

味面の州リノJは、いくつかの凹凸が認められたがほぼ水判こ荒川日がなされ、盛二卜している。   

竃は東壁のやや摘寄りに構築されており、確認面が浅かったため遺布状態はあまり良好ではな  

かった．〕竜の肌築柑は加二l二されたり偶の砂質凝伏岩と安Ilげ㌻1個を主体的に川いている。平面規  

l  

番号l誰 斤ラ   寸 法  器 形 のIキ 軌   外 面 調 桔 H  内 面 調 整   
①色調②地底③残存  

③胎二l：⑤帽考   

14．8  付高台。日の荒い如こ  
惰－   

①灰l－】色②還元、歓  

83   5．8  【＝l転ヨコナチ。  門③完形⑨密。   
須恵器  

6．6   

18．0  l」幸手に一条の沈稗を施 「】辺一雨部、指押さえの   I－1辺一掬弥、ヨコナチ。  ①にぷい萌鴨色②堅  

（19．3）  す。l二】辺は「く」のri：を  後ヨコナデ。胴上椰、拭  掴郎、横方向のへラナ  扱（診【二l辺一肌下部刃  
埜－  

呈する。   方向のへラケズリコ胴III  
二i：師器  

④粧級鋸航   

ー下郎、縦方向のへラケ  

ズリ   

F  甘Ⅲ卜  （5．6）  付高台。回転糸切痕。  ナチの綾へラミかキ。十デ。  （乱黒色②黙級③兄⑨  

」：師器  （2．1）  黒色ニー二器  柑選良好。   

tat）．21・I－1号住屠址土器親類衣  
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∑∋F  

毎．611－1号住厨址出土道側（悠）  

模は南北81clll東西96cIllの舟成形を呈し、壁外へ突出する形態である。主軸はN－8アーEを指し  

ている。砂質凝灰岩の切石でもって帥の先端と壁が一致してい るJ構架材も砂貿凝灰岩の切石を  

川いていたと思われ、竜の前面から∫銅箔した状態で検山されたこ，J斜酎）込みは、わずか‘1cIll前後  

と見られ、不規則な窪みが比られたり   

出土遺物 調査面積に比して多量の冶物が見られた。内訳は土師72点、須恵28∴L 伏軸1点、  

鉄2点と混入の剥片1点である。矢渕できた土器は、「コ」の字口結から退†とした無と高育椀であ  

る。   

造物分布を見ると寵周辺に脹申しており、特に須恵鮒1・がまとまっていた。83の高台椀はセク  

ションベルト中から床面よりわずかに浮いて山」二。6の醜は庵の甜則床面から密新した状態で出  

土し10数片が接合したものである．。いずオtも妹耐こ掛－、レベルで山土している串から本址の時期  

決定上、イりノな資料となろう。  

H－2号住居址（fig．7－9、1）Iノ．3・7）   

発掘ぼ兼職こ接するE－0グリッドに位置し、Ⅰ・I－1サ†剥け址に北壁を切られている．〕調査に  

よって％の部分が明らかになったが、残りは調査区城外グ）ため完据をできなかった。   

平面形はート5号性屈址と類似し、正方形もしくは縦形長方形を呈すると考えられる。調査し  

た範例での規模は、南北軸3．13日、東西軸（2．03t11）であり路辺とも直線的に構成されている。主  

軸はN－800－Eをさしている〕  

－10 －   



碓．払は全休柳i：Il屑からIlリ軌こか  

けで倹＝でき、さド1与川1c111の壁高を測  

り、最ノ（iま南壁亜．5cl11である。構築  

面はセクションを視察すると高さ60  

clll以上の経い捕り込みを有する。壁  

の立ら卜がりは7（I）－800と急仙斜で  

あり、鞭面はIl7屑である上部ローム  

で明確に検潮できた。   

床面㍑Ⅰ＼り国土ケ裾り込んで、はぼ  

平机に作刷されている）調査区東壁  

に指して桧山されたJヰこ下土坑の周閻  

だけに貼嫌が施され、残りの部分は  

地味で‘f）つた‥ 一点紺線で図ホした  

範胆＝ま非′勘二固く踏みしめられた床  

面であった。また庖イ√帥か片南西上  

向かってJ木面より1－3c111の高さ  

の弧状が認められ、「馬蹄形状遺  

帖」、「川堤」、‾二1二ト北遺構」と呼ば  

れているむのと同一である．〕   

昧下上杭は住居jll二のほぼ中央上位  

置している、半分がl互城外に延びる  

ため全貌は明らかになしえなかった‘ 

檜山された範囲で雨北1．28111、探さ  

0．2111を測り、東西に長軸を持つ肘11  

形プランである。昧下二仁坑の＿t二に施  

l二されていた貼昧烏、ロームニ仁を主  

体とし厚さ10c111前後であった。   

寵は東壁の繭寄りに設置されてい  

る。遺■／J：状態は良好て両帥が域＃し  

2 n  
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fig．71l－2サ住居址（ソ60）  

ていた。両袖とレ栂色のロームニヒで構築されている」両袖といi洞内に突Jl＝ノ、1江北116cl－－、東i当  

90ctn、主軸はN－850－Eを抑仁っイ了帥は帽38ct11、l毒さ61cm、ん袖は隔56cm、上毒さ53cl11でやや  

ずんぐりとしている。焚rl、類焼部はl川附こ分けられないが、奥郁Iclll、幅22cI－－で煙道部へ統  

〈．、煙道部は長さ：拍c111、帽2ニic‖1、50‘の傾斜で立ち上がるl一は据り込ネほり川りしても比られず、  

地味」二に築かれていた〕両袖の基部は黒色二王二が少量敷かれ、壁面カ、いっームニ1：でj笠り出されてい  
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岐二l：を7－10％含む三  
黒机色二抽f。軽石5  
ク左含む。 胴長築け。  

rig．81・Ⅰ－2サ†二軌軸l髄（ソ。。）   

た。   

川二】：遺物 遣物のl甘肌は二l州ilO2．・∴く、須恵7点と流人の剃什、陶器  

什と小片が多く、図ホできたものは杯2点であり、‖辺l煩仙こ陵を  

イrする丸底の二】二伸杯である〕13はl巨火の球面上10－20ctllほど浮いた  

2けが接合した。36は髄イニ川lと嫌←トニ卜拭から山二l二したものが3什接  

合している。時に3（；王よ、出二Ⅰ二状態から本址の構築時及び†姐川時の決  

盤上有力な資料である。  rig．9 Ⅰ・Ⅰ－2号†潮路址  

山ニl二迫物（兄）  

①色調②焼成（敷地＃  
呑サ  器  彬   寸法  器斤きの経机  l外 面 粥 蝦   

藁）拾上⑤欄考   

杯－   n         内 面 訳 解  草）臓色③堅撤③賂①  
13  

2．6  ら立ち上がる。   へラケズり。  梢選；   

10．8  口辺が内的する。   I：I辺郡、ヨコ  ヨコナチー。   ①職色②堅叛③昆④  
36  

二l：蛸菜；  （3．1）  へラケズリ。  rl■i選亡   

tal）．3l－1－2号I肘掛址二l：器観察衷  

－12 －   



H－3号住居址（fig．10－：14、l）IJ．い7・8）  

一 A■  

rig．1（）Ⅰ－Ⅰ－3号l封封Il：（l／蘭）  
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小作居址はB・C－1・2グリッド  

に所／I；し、全体層け節Ⅰ＼仲jで仰認され  

た。平面形はr■Ⅰノ＿字形に張りJ‡＝′を  

北側にイオする横形のほノ川jである。是  

ヰ：となるプランの大きさは火i叫3．‘12I11、  

i揖」じ3．‘16Ill、張り州し郁の人きさは東  

西1．鉛11、南北1．45Illでl叶省をあわせる  

と鮎ル1．92111となる二．符辺は西甥を隙  

いて直紀的に構成されている。西璧烏  

北へIri】かってやや開いている）全仏の  

両梢は12．りIll2であり∴i三帥ノルJは＼－  

75⊂－1ミをさしている 

ほぼ平川面に立地し、IV屑のローム  

地‖ほ碓認直ほり、†根号で最大18cIll、  

北壁で椋小5．5c111む測り平均風11cIll  

とほい上 里の立ち上がり㍑7げをホし、  

上耐こ畝北の擾乱が放粂比られたが、  

それを除けば明確に検出できた。   

抹面は荒掘りが11＝ハをなしているた  

め均一的な貼昧ではなかったが、厚さ  

1（）←20cl11の盛二l二が見られ1㌧昧面はほ   

ぼ水jIくに形成きれていたが、床下土坑  
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脱化物  
ーム土を半分  

軽石を30％含み、やや柏條  
ルト賃。わずかに拙作†rす  

H－3号†闘廿址腐（l／3。）  rig．11  

番サ  才音  形  寸 法  器 形 の 特 徴  外  面  調  惰  ・句南開整「霊芸誓‡霊芸笠③粥   

12．7  仁り週はやや外伸しなが  口i建部、ヨコナチ．掴土   ①にぷい橙色②堅緻  
托－  

10B  （2．7）  ら立ち上がる。   半、梢ナデ。床机へラ  ヨコナデ。  ③拓④精選良好⑤口  
二‡：師話芸  

ケズり。   辺内酬こ赤色塗彩。   

12．4  l二】辺はやや外相しなが  【］辺部、ヨコナナ。掴．卜   ①にぶい掩色②竪撒  

20   
け－  

3．8  ら立ちあがる。   半、摘ナチ。底部、へラ  ③％①精選良好。      口   
二1二師器  

ケズリ三   

21．8  （訂明好捕色②堅緻③  

9．0  りほ完形④精選良好。   
鉢－  

lり   14．0   半、指ナチ8胴‾トド、柵  
二l：帥昔話  

〟向のへラズリ。底郁、  

へラケズり。   

21．4  口辺はlく」の字を  l二l辺部、ココナチ。川上  ［】辺郡、ヨコナチ。胴  

8  淡－  
（7．4）  呈する。   半、構方l六】のへラケズリ。  上半、横方向のへラナ  

二l：帥器  

ヂ。   含む。lん選J‡好。  

t；ll）．111l－3号住居址土器親類表（A）  

－14 －   



［忘  ト⊥ ソノ＝∵⊥－。 一′一－ごて二 
＿′－一  

1一‾、－、－ ＼十王プ、二‾／二一「  
▲二＝づこゝ   

ノノ  

Ⅰ㍉の上面だけが他に比べ7－8c111  

下がっていた。踏み固め部分は張り  

化し以外に認められ、粗こ電の前面  

が堅観であった。   

昧下上端点3基†川三する。l㌔の覆  

二卜から須恵盤18小宮山上しており、川  

途・機能を考廃する上でホ唆に盲；†む．。  

l）．は長律0．95Ill、短径0．9Ill、深さ  

0．18111、1）2は長径1．3lIll、短経t）．！）9  

111、探さ（）．14Ill、1㌔は艮径1．33111、  

如径0．8511l、探さ0．12111であり、いず  

れもlIほ基本としたプランである．）   

電は東壁南寄りに付設され、三i三軸  

ソナ向はN－740－Iミを示す。峻迫♂）一  

郎が試掘ピットによって切られてい  

る。全長（よ66clll、帽69cIll、焚l二I部長  

3LIcm、Ip嗣2cm、鵜址部長53cm、幅  

′17c111の規模である高射軸こは砂賢凝  

灰岩の切イ‥丁が俳川され、構架材も同  

朋のものが使われ、紬材は10c汀押町ノJ  

前後≠でl毒さ35cmに切られている。  

桃架材も川×15c111／勺の促さ40c111の  

切二†ご「で半分に割れていた。。火球面は  

平坦であり、かなり焼けており牒炬l二  

にも多ji；：の灰や枕二1：を見ることから、   f短．121・Ⅰ－3号†：柚㌻址出土冶物（兄）  

－15 －  
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†  
推サ   外而訓桔  I勺iれi調 惰   

L      些  

窃）胎二i：⑤欄宰・   

l  

¢色講②晩成③域一作  

整－ 23．2 1二】辺は「く」のでl：を呈    ‖込用i；、指オサエの後に  l二り建部、ヨコナチ。調ト①明赤組色信仰朋③   
23 

二t：拍器 一  緩を有一事一る。  向のへラケズり。。汀ドヱト、   良好。  

≠iりJ向のへラケズり‘   

11i8葉－  

：h帥  るっ  向のへラケズり；肌‾ド牛、  ％③精選良好。  

紆ノブ向のヘラケズり。  ¶          20．9  l二l辺ほ「く」の字を呈   l二l辺耶、指オサエの捌こ  l：け軌邪、ヨコナチ誹ほ♭、（Dり】亦糊色②幣紙③      し、胴郎は上†如こ放火   ；Jコナチ。隅＿巨卜、楢ガ  借方lれIのへラナデコ  l－Ⅰ辺郎現存、肌lゾト                H    H    q   
12．0  から周辺にか   刷郁、l亘l転ヨコナア∂ 吠  回転ヨコナチ。  ①灰色②道元③【：l辺  

3．5  ー岐餌場⑳軋  

23汀は                     7．▲l   

で立ら上かる。  

12．2  

l  

杯一  

15   須恵器   3．7 6 
．8   

持－   3．1 樽   三lゾする底部から、ル  椚鮎、恒】転ヨコナチ；胱  桓l転ヨコナチ。   1①絹灰色②；足元、総   

13 礼倶浮   ・1．2るいl勺湾で立ち上がる。    郁、木浦】転糸切航。  賃③ほぼ完汀壬（糾、了i  

6．－t   
L  

杓を含む．、   

（1－t．3）  【紬転ヨコナデ。   
蓑－  

①灰l；l色（軌凝血③端  

（2．0）   郎泌④‘軒⑤き識別；外周  
5 須恵器  

定している…  脱化牧付新。   

蓑一   19．5  釘＝よii！たく【≠扶をなし、鍋肌辺、有回転へラケズ    回転ヨコナチ。   ①灰色②毘元（卦lヱば  

ロ               須恵器  4．7    一心凸状を塁‾㌻る。  り。他は側転ヨコナデ。  完形③寓。   

20．7    ；デーはやや砕く轟い。  肱郁、l帥転へラ切グ）綾、  l¢1転ヨコナチ。   ①伏l；暮色②j墓元③lユ  

免‡－  4．2   わずかな凹凸  高か岨付し、高畠輌側回  ほ完形③匝ほに欠け  

須恵器  15．6   ンiみられるか、休部：⊥  るが漑∋   

ぷjlミlこ立ら上がる。   

24．0    宥和は痛かめであるが、  rlt椰、l動転へラ・切の綾、 回転ヨコナチ。  ①成白色②叔元（診lま  

4．n   しっかりした作りで、  高わ貼付し、高ヂ湖川l回  ほ完形①密。  
択一  

18tl  

…真悪器  14．5   封紬は坪埴L一針矩はり  

・、底部かご）、外面に接  

を作り、外囲する休部。   

25．8    L成の底部から、郡部  け辺郎、指押さえの後ヨ  I二り射t；、ヨコナデ。胴  ¢撞色②瑚放③局（卦  
鉢－  

（12．3）   こ放いM曲を宥し、外  コナテラ瑚部、租り川】の  郎、へラナチ。   抄敢を含むが一廿一な   

二l：師器  文一I’るけ辺を星する三  へラケズリ。  拾二1：。  

lat）．5l・1－：トサ†封錮l：二川昔祝祭表（Ii）  

附l悌度が高かったことが珊潮lほれる。また、燃焼部か甘酢恵盤156が山ニー：している。   

山二l二遣物 出ニヒ遺物は調査した住居の■いで椴も多かった。I勺訳は二l二帥19乱・ごエ、須恵18点でありこ  

のうち図ホしたものは上伸無3、鉢2、杯2・墳恵杯3、差2、盤2である．，   

平面分布を比ると†三iミ居の北東部と脹り川しの基部に眼中が見られる。まずl帥1モした108の上伸杯  

は竜の前面の床面配上から＝二上しているl・20の杯はほぼ伺レベルで2111近く離れて3片が接合し  

ている．：次に鉢6は北蛇際の床面から5cmの高さで山二上した。鉢18は、ほぼ抹面起上グ）拭さに存  

在し、侵こ範剛こ13汁以上が接合をしめす。無8の接合む竜l勺や張り目し基部に丁川三するむのがみ  

られる。25の組まほぼ昧面」二に存在し2111四プJ内での接合を見せている。168の鶴は砲を小心にし  

て＃在し、多くが構架材の崩落した下に分布していた。  

－17 －   
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須恵器の分布を兄ると杯2：iがi帥勘祭より2け接合している。2Jl・のうちのlけは昧起であり、  

もうl）1・は12cmJ，1川iJ：リil’小、．＝．15の杯は髄前面より211・の接合をホしている．二 2Jl・とt，11ミよリ10  

c111iか、．。杯13の分布は寵と北甥近くの2m離れた3片が接合している．＝，ほぼり川i軋I二のレベルを  

示しているこ，器：よ5が南堅l榔こ2片の接合を托せ、1が北壁から舶り目し基郁へ3片の接合が見  

られる．⊃5は床面からl（）ctlll嗣射臣、が1はほぼ昧面碇上からのハニ巨である。盤2仙休は大きい156  

が竜内からJtトトしている．）りざ卜●土拭から＝二上した1別は、球面下7cmのレベルでlノミせた状態で山  

上している．。   

以上、ノくまかに功潮lほれたこ上菅註を比たわけであるが、盤2点とニl潮磯168は出二巨伏態からみて本  

地こ直属するむ♂）とニキえられる。そういったj甘皮で他の土器を検討すると昧面机上に近い‡l巨Ⅰ二状  

態をとることと無168と錯疋する接合分和が見られる串から、本址の時期決定のイ】一効な資料として  

位置づけられる。  

H－4号住居地（ri絡15・1（；、l）Ⅰ一．5・8）   

調査区域のほほ小火に位；㌢～し、北1Illに1・Ⅰ－3号住居址が隣接している。C・Ⅰ）－2・3グリッ  

ドに所／l三し、北西のコーナーにl）－9号二t二坑が存在し、本址を切っている。   

全†本桐序lV屑のローム土で棟川され、束剋の横形長方形†も屑であった。棚英は鮎旧掴．97111、東  

西軸3．70Illであって面相17．05m2で各辺とい庄線的に構成され整った形態を三l巨l●る。三国裾方位は  

N－（洋一Eをさしている．っ   

碓認怖からの矧‡■亮は平均11cl11と拭かったが、壁の立ち．l∴がりは明晰で、あった。け河Iiは黒補色二l二  

で貼嫌が厚さ‘lc111I摘後で施されており、†三輔摘半分は踊み因めが良好であったが、北東部分は軟  

質であった。射仙勺にほぼ平Ji帥ほ形成していたが、貯トニ1二坑1）．、1】。の上部は堅い貼味の面が他  

に比べ放cI11窪んで．い川ヱ●卜巨杭の＃在が椎淀できた。   

昧朋け）掘りソ／は多くの1tIIハが認められ、昧‾ド土坑は帖穴状のむのを含め5基検出された。l）l  

－l）5とi，上面は貼昧されて＆）リl｝．は116cmX96cm、深さ28cm、l，2はLI5cI11×35cm、探さ9cm、  

1）3は116cmXIOOcm、探さ：i2cI11、l）．は69cmX58cm、探さ24cm、1㌔は111c111×75ctll、探さ27．5  

cl11である。平面形は慌jユ‥川手を三iをしている。   

鰍よ東壁南岩手りに設縄されている。確認両が浅いことと凍結が若しかったため遺作状況が悲か  

った。平面的には壁外に突＝し、郷里（i‘1cI11、南北64ct11の規模で昧据り込みは、ほぼ円形になさ  

れ、探さは平均して12cI11で‘‡・）る．ニ   

出二上道物Iノ、描くは二】二帥59．・ごエ、壬i’（悪65．在、依朋‖点、陶磁補1点、経文ニ1二者詩3点、鉄1点である。   

さl瑚i分布は図ホした1の「コ」の字禦がi噴壁（こ接しJ粛而砥上から破片でまとまって出二じしてい  

る他には基中は見られない。土師杯Fは南東部の床面上約10cIllで山二卜している。S－5は安111岩  

製の砥わである。縄文時代の凹れの転川し考えられる。  

ー19 －   
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20cM  
S－5  

！  

毎．16 tト・lサ†日朝山t＝二遺物（兄）   

外 面 謂 惜   内 面 調 tた   
（D色調②妓収③残存  

Q）胎二t二⑤帽考   

13．6  平底の底郁か∴、明確  l】辺鮪、ヨコナナ。什郎  ヨコナチ…   ①明赤瞳色②隼軌③  

：i．9  な伎をイrして．立†フ上が  上牛、指押さえ、佐郡下  悠⑥精選良好っ  

土師器  G．7  る。仏師中仙こ不規則  

なほ線が兄∴八る，   

什高わであるか、火iil。  休肛、回転ヨコナチ。煉  【亘】転ヨ＝り‾ヂ。   ①にぶい黄棺色②過  

（・l．2）  い／い収如か／，n；り出さ  軋．ホ回転糸切の絶、高  元、統一宴i③しl辺郁を  

れた休附Jだんだんと  わを貼付。高相刷射亘】転  火川、高おを欠川⑥  

薄く仲山さ出る。   ヨコナチ。  肺。  

川転三Jコナチ。   （》伏l：l色②還元③体  

郁柏④密。  

作～lほ八る。   番号  器  形  寸拭  器 汗壬 のI、†徹               F  什－                               隼、へラケズリ。腫郎、 へラケズリ。    梅－ 狙恵器                                              純一 須恵器  11i．（） （5．3）  ll†け†lをイI一・1‾る休部かJ， やや外皮穴l旺のlニl辺が   回損ヨコナデ。  
（18．0）  「コ」の！i：をさiける。  コナチこ頚部、指押さえ、  部拭▲ノブ笹lのへラナア。  色②畢緻③【二l辺一梱   

I嶋   那一巨卜鈷の根人往を有  胴▲I二半、鞍方Ih】のへラケ  郁掲蓬）I膏選良好。  
1：師詣  し成鮪へすけまる．「】  

招に一条沈柁を施す。   n   u   M   l   

lal）．ⅠⅠ－‘1号住屠址二＝矧軋察衷  
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H－5号住居址（fig．17・  

柑、l）I一．6・8）   

本†－iミ居址は1トF－3  

‥1グリッドの全体掛ニテ：lV  

屑で検拍された。那査lさこの  

南端に位置し、†i沖；東壁を   

l）－5号二＝坑、南西コーナ  

ーをD－4サニH碇によって  

りJJ）れている。平面規膜は  

†馴ヒ2．9nl、東西3．3111、面損  

8．仇112で主軸をN－600－1ミ  

にとる縦長の長‾方形を三iり‾  

る。確認面からの壁高は、  

西壁で星人4ぬ11、北東隈で  

敏′ト川c111を計測し、平彪J∠15  

Clllの探さである．二．覆土は3  

仙こ細分でき、糾再ともニ  

ッ店系と思われる軽石を∴  

次r畑こ含んでいる。床面グ）  

構築柄位は、ローム而であ  

り、ほぼ平川に造られてい  

る。北東部に検＝された峠  

下二l二坑の培＝司と竜部だけに  

貼抹が施され、城りの部分  

は地味であった。カマド前  

面及び住屠東側に踏み閻魔  

られた昧面がTJ：存していた‥   

床下」二坑は不整形をム！し  

長軸1．17111、短軸7．711l、探  

さ0．21nである。＝」二遺物は  

なかった。   

庖は壇道部及び燃焼部の  

大半を5号ニー二坑によって城  

されているので不明な部分   
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ていない。聖イほ15％含む  
晶系統の終〃を2（1％含む。  
化物を20ク；含む串である，  
含人でおり、やや持っている。  

炭
を
や
も
や
 
 

や
な
や
 
 

締っている。昧下二L坑P．の祀二t二っ  
い三 味下七杭l）lの批上。  
締′ノている。昧寸土坑Plの軋l二。  

fig．17Ⅰ▲Ⅰ－51川沖‡址（l／6。）  
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が多いが来聴崗冨りに付設され、イi剥かわずかに  

残り、庖i抑こ構築材として相川」していたと想われ  

る砂抑掟灰デ㌻グ）切′＝が城きiしていた．）このイr：よ25  

cmx28c［11、J！jさ12．5cmである．：城●佑状況から、  

電互のホ軸はN－（；（iO－1ミに憾むく。   

出土遣物＋内訊烏寸胴32点、須恵7点と少ない。  

図示した杯のうち砥部穿孔された1は、崗堅から  

40cI11以上のレベルで北へ3001頃いて山二卜している。  

33は競イ刷Ⅰの前から球面直上で川二卜している。12  

は砲誹川Iiに分布する5片が接合したもク）で約lI11  

経れている．」村雨より平均20c111肘勘師、レベルに  

ある。  

て≡≡∃匪裏戸  

触．18l・ト5サ†封糾山l＝適物（ソ：I）  

3．5  一に休部を彬成一I◆る…  爵サ ■  2箪  汗壬  寸漬l器形の綿徽  33  作－  12．1 丸底の底鋸かJ）Iヱば均         ：H増澤    口辺は薄く作山さ軋れ 立する。   
12，2    ややjI三成1くIlkの九底の   

・L2  政弘。佐郡㍑均一に什  

上げらjしI．1辺ほ批正  

する。  

12Iト         二】：mほ等             杯－  17．8  丸底の底郁から、明粁  ロ   一l．‘l  な按を作頒し外†軋すろ   二1：帥器    口辺を呈する  

外 蹄i調†書   …調整 ③醐   

‖辺郎、ヨコナチ… 佐郡 ヨコナチ’こ  ①瞳色②しまり欠き   

＿巨叶、指押きえの後ナチ。与  ややもろい③先方き③   

成醐、へラケズリ。  精選良好。   

l二り臼緋、ヨコナチ。抹郁  ヨコナチ…   ①橙色②弘軌③吸音   

ート半、指押さえの接指ナ  l膏i鑑11好。   

デ。底部、へラケズり。  

Ⅰ二l；購路、ヨコナチ。肱郎、  l：l辺郁、ヨコナチの内  （Dに，；ハ・、朗橙色一指   

へラケズり。   面余i仙こへラミオキ。  色②墾伍③完形①I占  

選良好⑤吸闇Ilりとに  

内剛方向からの輝イし  

t吊）．7 t・l－5号住僧址二l二器観容衷   

H－6号住居址川g．19・20、1）Ⅰノ．6・8）   

本†：輔；1山ま訓相互の北東部分である∧・Ii－5・6グリッドに了一雄；する。北IlllほW－1サ源こ  

よって切られ、南璧－・部をD－7二卜坑によって切られている。 平面形は重複やlさ：域外になるため  

不明な部分が多い）しかし、調査lさ二火！勘こ接して娩二l：か検出されているため、東電を持つ横形の  

艮フナ形をした住居址であろう。調査稲川での規模は南北軸（3．0：itll）、東西軸（2．80tll）であり、  

主軸のソナ位はN－76亡－Eを指している。   

ほぼ平出耐こ立地し、ローム面で為るl＼り河上面で確認され、堅高は平均15c111を測る。昧面は概  

ね平坦で溝川、全†射的に硬質であった。西矧こ寄った便川昧両でl）．が検出された。ほほlリ形を呈  

し経‘12cIll、沫さ22ctllであった。   

味面の榔リソノは昧←lr土坑をl斜、て地昧であった。床下土址l）2は明瞭に検出されたが、l㌔・Ⅰ）4  

は槻二l二と地川の【さ二別が判然としなかった。l）2は区域外に人っているため全貌は把めないが、ほぼ  

－ 23 －   



惰＝彬を呈する．、深さは19．5c111を  

測り、3妬こ炭化物が入りこむこ  

とか▲、，、竃との関係が兄られる。  

Ⅰ）。・Ⅰ㍉は来由175c111、南北2（）5  

CIll、探さ15ctllであり全体の彬状  

は明瞭ではなかった〕   

出土遺物 本址の川士道物は少  

なく、土帥5点、須．吏4点、灰相  

1．・∴くとi昆人した剥片と悔めて少な  

かった．－  

この中で図示できたグ）は、；l’i恵  

端点l個体だけである。リング状  

の帥の付く眉平した帯形である．、  

銚の部分には自然軸あるいは窯体  

二上が少量ずつ垂れて形成された付  

新物がある。出二上位裾ま南矧祭の  

昧面」二からである。  
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帖色上層。雛ポを5％含む。章封†∴ 締りあり  
柑色二1二闇。相抄、蛙二1二・脱化拘IIJ％含む三 り  
柑色土同。柳砂、Ⅳ障事二t：が20～3し）％入る。抹■  
哨オリーブ硯色シルト賢二l：層。Ⅳ屑土70％。†   

触19Ⅰ・ト6サ†i渦址（l／6。）  †ig．20Ⅰ←Ⅰ－6サlも田址＝士道物（兄）  

蘇号  器  形  寸法  器 形 の 締 微   外 面 調 穀   l勺l析 調 催   
①色調②晩成③残存  

店）胎土（馴錯考   

15．4  天井朝凪埴：線的に作出  プリI湖、【亘】わ三へラケズIJ  回転ヨコナチ。   
l  義一  

①伏色②酸化③％⑥  

1．6  きれた屑平な船形。兼  の後、紐を紬付。端部、  密⑤拍郡に窯件の剥  
須恵器  

は輪状lこ貼付される。  回転ヨコナチ。  薄物が付着。   

lal）．81・l－6号†封吾址二1二号誇観察衷  
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2 土坑   

本j主封亦から」」・Jl亡は10基棟出された。l）－7号二卜坑を除いて時期決定を下せる出土遺物、テフラ  

のイfll三」土，払わられなかった．：以卜、み土坑を軋略的に見て行こう。   

D－1号土：坑Ⅰミー1グりッドに付二i；′iうーる∴平面形は、k軸がN－こi⊂－Ⅰミに傾く長ソ川うを呈す  

る．二 札矧ヱに軸が2．伽l、用瀬仙．8I11である。碓．i紬iはIlリi引引当の砂賢二l二Jfづであり、堕高はさIり勺5  

c111、最人でも7cIllとほかった。構築上が砂質土屑であったため、壁は硯指しやすいが、覆土とは  

l川l勘二lズ：削がついた．〕‡li二日建物ほ二Ⅰ二伸帯の混人が軋られたが、時期決定を下せるむのではない。   

D－2号土坑IトF－2グリッドに所在し、．刊査l亘城外に延びるため、全体の規膜は不明で  

ある。東川の上拍iむⅠ）－：iり・二1二坑によって切ll）jLており、平面恍往土ほ軸をN－310－Wに向けて  

いる。1主ノ川きを甘i‾るものと．担われ、甘柚は調有朋個でり．2m）、短軸で0．9111を測るく ‖屑からl＼r  

屑耐こかけて検出され、碓．ば両からの鮎鮎ま坪Jり2（〕clllであり、最高招〔）．5cnl、椴小1（Iclllと比較的  

深かった）   

D－3号土坑lニー2クいり1ソドに棟丑された。り－2号二＝眈を切って構築されている。長軸1．15  

川、短軸1．1111の規膜せ有し、はば‖形キジしている。確認両Ⅳ層からの深さは平均17clllである。  

出l二道物：よなかった 

D－4号土坑1トド－3グリッドに所小三し、lt－5サ†＝首址の南西コーナーを切って構築し  

ている。ほほll川壬のプランを！Ⅰゝし、長軸1．1m、規則Iltllの脚莫を有1一る。1Il粁卜部（こおいて確認  

でき、探さ7c111とほい．二 帖jU】決定を下せる遺物はない。   

D－5号土坑Ⅰこ－3・′1グリッドに所在し、Il～5号†i江上址の来聴を切って構築している。  

平面形はN－34⊃－＼lJに長軸をとる長ノ川‡である。規慄は長軸2．7111、短軸）．伽1である。Ⅰ＼堀上面  

の確認irliからの探さは26clllであり、l伐の立ち上がりも急似斜をむって一次ち上がり明瞭であった。  

陶碩溝川・が出土している事かl－川一世以件の所属である。   

D－6号土坑．粥査lを東壁に接するC－6グリッドにてす如lほれた。竹r】川手は、ほぼ1壬ノノ形を  

三l与し、に軸をほぼ則ヒにとる．，ノくきさは長軸lI11、短軸0．7Illであり、111層確認面カ、らの探さは平  

均22c111であり、叩＝上lな壁を検出できた（一 山士道物はなかった． 

D一丁号土坑 調査l亘の北京l葦であるA・lうー6グリッドに位置し、Ⅰ一Ⅰ－6サ住の南璧一部を  

切って構築している．、ほぼ良Il川手を甘・享一るもグ）と．軋われる。．確認面からの璧高は10cIllであるが、  

セクションにおいて111屑を切り込み一10c111以上を㍑かる．。出一卜遣物は南端カ、ら須恵掛碗が出二l二して  

いる。煤の付着から灯叩‖肌として用いJ，れたものである。遺物から平安時代中葉の所産である。   

D－8号土坑 刑在区の西里近くのl）－0グリッドで検出された、）Ⅰ▲l－1号†：lミを切って肌築し  

ている一。Il川手プランを呈し、簡）．7111を測る。l＼り†紬iにて碓認され、深さ27c＝である。出土遺物は  

土器≠13．・ごよ、鉄捕らしきもの1点カ∫認められた。I－I－11川ミを切ることと、州二卜造物から平安時  

I描i期グ）所産と推定できる。  

－ 25 －   
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Iトー・l‡チ，卜1ん  

1堅 塁岬地二l牒＝抄i7、l£〃を含むっ  
l）H号＿l二坑  
1ヤI鴫掲色，l二購っ 抄盲′iで締っている，  
2仲子 まl‡褐色二l川。秘密、硬く締る亡．  
3桐Iる色二】州。細密、拙作有－i●る。  

I）－9号土坑  

l屑 jlよち褐色二仁1・f。l豪†fを含み札作ムリ。  
2屑 エl≒褐色－t州。敗招、やや精確ふり。  
：川‡ゴ．●；褐色仁丹f。飲用、やや打．什f）リ。  

lト1Uリ・土坑  
l屑＋黒粍色▲川・】，紙ル、I吏く拷．1ろ。  
2屑Jl！栂色十帆舐抄、机Hで締．たるっ  

少！】tの吼 2Iパ 帖也・1州．，抄招、紙かく呪い。  
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り－2号土坑  
1屑 ご基掲色土軋 圧†iを含み締る。  
2屑 椙色二1：屑。軟招て廉い。   
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〃を含み締る  
門。  
Hで劇痛・い。  

lト7サニ1二坑  
1朋時頼色上阻，1晰1：なく帆かい。  
2屑 嶋糊也卜層，拙1■1∴焙りムり＿  

Iig．21I）－l－1りlナニ仁坑（l／6。）  
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D－9号土坑 C・I）－2グリッドに所／t三する。Ⅰ1－  

十小甘居を切って構築していた。艮軸1．3111、如軸1．2111、  

探さり．72111と深い掘り込カである。‖上目遣晒批＝Ⅰ－い；・  

†iミ居の遺物が流れ込人でいた。   

D－川号土坑Ii－2グリッド（こ位閏し、＼＼J－1サ溝  

によって切られていた。ほほ墨ノ川ぅで、長軸む東西にも  

つ。幅は1111で璧高12c111で‘f）る。二＝岬3けの小けがルー）  

れたが本址には結びつかない。＼1J－1サ溝（こよって切ら  

れていることからj廷1町以前のIり葎†…とニサえられるt、  

′J■＼－・・；√  

ぐ  

、†l ，′〉  

● 
・－●ヽ 1－ノラ・ ′  

ん    l－｝」．・．小‘｛－  
0  川cれ  

仇ミ．221）－7サ上川二川二巨j封匂（l／ニー）  

外 面 調 整   内l由i調！た   

蘇り・  器  汗き  寸扶  才筆 丹多 の 持 仇         ロ  惰－  

須恵絹   
l．9  ハをイrする仏郎が仲山  否を貼付し全面にナチを  

7．∫1  される＝   施す。休部、Pl転ヨコナ  

デ。   

①色斜②煉呟③域＃  

④既土⑤伯考  

①は鉄色↑招色②椴  

化、牧朋③ほほ完形  

④砂I立を含むためも  

ろい⑤灯明皿。  

lal）．91）－7二l二坑二l二器純賓i衣  

3 溝跡   

ノヾ源ま調在lズ」ヒIlりか「）小火舶こ「’1、＿字北（こ‘作れ三していた。ト1－1；サ†二＝訂址とl）一1tけ二日坑を  

切って掘削されている。ノ（溝は輌l；mで直線rりに脚t川されている。H－2～ドー‘lグリッドにかけ  

て小溝が肩iniに〉ド盲ナして走る。′卜溝の幅は：Ⅲ－‘15cm、北端で探さ21）clll、南端で16cmを測り、北  

か▲！フ南へゆるやかか佃斜せLっている。大溝は確認面から深さ1．3日をもち、㈹るやかな仙線を†－●！1  

く。底面は平坦（こ†Hlほれ、桂川二にノ（きなレベル差はなかった。底面のレベルで兄ると遺跡の西  

へ続くと．軋j）れ、ノ＼－3グリッドにjハ、て人きくIr－】きを変えている。‖－（；り・†甘を切って、接続  

する部分（よ仰こ比べると‘川C＝f■一甘い、。イ功l：；よセクションに2回以上の流水の旧跡が碓．i之きれてい  

ることとニヒ塁等が－†川：しない事から川水として刷川されたものと考えられる。   

また、調査t封じ璧の溝上（こ非常にIl勘、二l川の分布が軋られた．、恐▲－）くⅠ如Ili蝦理以前の道路とし  

て利川されていた跡と．似える‘：   

＝士道物は、組又時†㌧か▲！，多岐にノ）たっている。しかし、本址に両局するLのとして、近世の  

陶帯が見られることにより、近世前期切に既設した訴が考えJ）れる．、   

区画整理以前の道路のイJ雄；が考えられた串からノく溝がl別血塊をホすものと′ぢ■えl－）れた。ここで  

隣接する←卜火i邪封如こおいても、現道路1ごに人満が1剣里されている。＝封神町に兄ていiば同時代  

ところ・えられ形状とし几通している。．甘仲町怖ノ付周辺は明清川仲代（こ川地整Jさl！が失地され、その後、  
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rifミ．231Ⅳ－1号溝（l／－∽）  

‖紳ト13年に熊の前地区のほ場整備が突施されている。Il柵149～別井度の計画で土地区画整理事業  

が推進されているため地桔の変むが著しく、下東西遺跡の大満と撲続するものかは断鑓できない。  

さらに、l榊旧5叫こ調韮した清里南部遇潮朋ⅠIlのI刷乳が道路部分にかかっていたが、大溝は＃在  

していなかった事から別遺肌の可絶性が考えられる。  
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上l グリッド山二卜j凱勿   

本遺跡の＝二l二遺物として三i三体となる奈良・平安時代の遺物の他に近l町の陶帯と施文時代を小心  

とした遣物が倹亜づれている。ここではl司ホできる遺物を紹介したい。  

l、2はl叶一個休けで一夕〉る．〕胴部朝川一でlは赤掲色、2は明赤掲色をHし、砂粒を含んでいる。  

竹澤による平行沈線が施され、1には粘二t謝L仙付後、等川附の州債三が軋られ、2は沈制服＝こ借位  

に附l凡て∴角の別みが入る。十三椚是べと思われる。Ii・C－5・6グリッドH二l二。  

：iは胴剖川・で赤槻色を．1り一る。降′辟に雷†って二条の三／一川卜史と一糸の爪昭文が比られる。勝取  

式と思われる。才汀㌫  

‘1、5はIli週部か11仙川；の破けで、やや直交気味に立ら上がる。深鉢彬二l二昔謹である。色調㍑噌  

灰茹掴色をヱtける。．1二りむに無文常をイrし、l／州‖ニー粂の沈組せ施している。地文に「1ノ1く」の縄  

文を施し、lり逗に平行した等問隔の沈線と二条の弧鰍こよって構成される。朋之刊1式と．軋われ  

る。1－1－いJ・†二i三居址＝二卜。  

Iiは桝り返し口辺を持つ壷彬土語謹グ）‖辺郎である。l」唇郁に一条の沈線を施し、器面全体に「1．  

R」の槌又がほく施されている。肘lミl甘代後期の所亜。W－1サ胤1＝二．）   

7は黒色を呈する安l圧7㌻製の石斧で‘f）る。基部を欠川しており背腹面とも北端に使用暗が耕署  

である．、l、2と同一グリッドから出土している事から純■丈時代前期の所亜と考えられる．、   

鋸は真黒潮の打製イイ斧の先端である。某溝掴l；は鋭利にf侶Ilされ、骨両（こは礫面を残している。  

便川痕が北端鰍こ認めらJtる。＼Ⅴ－1桁甚‖廿。  

fig．2‘1グリッド山上遺物（兄）  
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Ⅴ ま と め   

柚木遺跡の調査l夏は、八代上野国l＝lり山城の一／f】にあたる∴甘査而梢烏50（Il112であるが、この他  

城の占代集落の失態を知る＿．卜で㌢モ重な資料を得ることができた。現在、当地城においては、清里  

南部遺跡群、小島遺跡、北原遺跡の調布伐異が一部公にきれている。また、勅こ隣接するH北西  

遺跡を含め、いずjtも広大な調査面漬で‘F）るため、申侶地域の外綾部の集落f損宣はそれらの成果  

に▼委ねることにしたい．，前ホまでに訊寮のI勺谷について紹介してさたが、ここでは次の二点を検  

討し結びとしたい〔 

二1二昔話の年代   

川卜した二巨器（ま大き〈奈良・平安時代の範疇に入るものである。要引まH－】り・†三i津‡址、l▼Ⅰ－3  

サ†▲i沖‡址、Ⅰl－一1号住居址から山上している。襲のへラ削り調兢は胴上半に軌へラ削りが人り以  

下、斜めヘラ†■jl日がなされ、胴下半は縦へ到判りが行j）れている．〕1号†j三の醜は≠＝り立に最ノく稚  

をイrし、け辺部が短かく「く▼」の字仙こ仙l暮ける（第1粗）。．それに比べると1－1－3引＝甘址の蜜  

はl二りむカー長〈「く」の字に用曲し、l二I辺に掠大径をもつ様相を帯びる（第2吏椚。また、Ⅰ－ト‘1号  

†三輌㌻址の畿は「コ■Jの字に強く屈11‡lをし、胴部に繚人径を有している（節3則り。これらの特徴を  

漬里陣場遺跡の和牛（こ謀めると、節2用がほぼ第l期、節3類力明2期、第1ラ≡fiが第4柑＝こ相似  

しよう。   

次に杯を姐て行こう．」まず土師㌍でぁるが、丸底を．！lゝし、まるまった杯で‘らる（第1顆）、それ  

と全体に大きくI；りく肌に近いような杯で、lり日吉i；と†相l；に稜を械している（第2野i）。それに所謂  

Ⅷ肘掛阻杯」に酢臥する形式がある（節：i類）。節l机の杯は所謂「北武蔵聖杯」（肘Ⅰ！、1978）とき  

れ、長命な形式として把劇ほ＝tている。第l類の杯【一l‖－2・3・5号住J．軸l：に見られ、あわせ  

て5仰が存石；している。両署の相違は、＝辺の形態としておさえられる。ⅠⅠ－2・ぢ・注が内面に按  

をイrし、H－3号†j三が肩叩化し、Ⅰ－Ⅰ－5・l抑ミは泊：宣している。壬iて恵昔話の杯、椀は、Ⅰ－l－1号仕居  

址、l－Ⅰ－3－ひ住居址、Ⅰ・Ⅰ－い汁i三J嗣11：から出二1二している。Ⅰ－Ⅰ－：トり▲性屠址の杯の底部調整は糸切  

り無調繋のものである。Ⅰ・Ⅰ－1・⊥1号†骨折址には高子；の肘寸した椀が存在する。   

以上の様相をむとに各†対円址の土器をまとめると次のよ■ぅになる，  

lサ†▲i三倍址……椴大径をl粧上位にイ！●し、「コ」の字＝辺が退化した知力、いl二l辺の上伸婆と、l＿ほ東部  

が肥厚して外反する底部糸切り無調整の須恵高ハ椀が出土。  

2号†i三倍址……小形な底部からまるまる二Ⅰ二帥杯の川二卜。  

3サ†主闘1ト…・十帥襲は、II辺が大きくr●く」の′‡：を呈する．二 猿人稚はU辺にあり、綜†到よ2～3  

111111と睦めて描くtl二上げられている。二t二帥婆8はやや「コ」の乍状を呈するl二l辺で  

ある。二Ⅰ二帥杯は峡部からまるまるものが山二t二している。二L帥杯が2点、平底を呈  

するもの、丸底を1∵i妻‾るものがrH」二している。什党別こ須恵端の多川が‖立ってい  
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る。勾’（怨杯はいずれも底部糸切り無刑焔のもので〃灰色の硬い挽きものである。  

須恵盤闇l二l辺の外反が強く、低・鮎の据蛇は厚く、l仰がややきゃしゃな道りである。  

謹はノ川二部のfトjが張り、人外郡を回転へラ刷りを施す。l二l】火部にへこむl甘状のつ  

まふがつく。  

4サ†二仙川二……二＝晰艶は「コ」の字状1二l辺をjiとし、胴上部に最大径をイ】●する。須恵椀ほ軋転飯調  

整の衡二高わが付される。二巨帥杯は瓜附こへラ削りがなされているが、中火が残  

され砂粒が㍍i捌こ認められる。休部下半はへラケズりによって†：t：上げられるとい  

う南関東に見られる手法をらつ。  

5リイ帥㌻址……やや厚味のある「く」の寸：のlり塑埜と底部からまるまった杯が存在する。外接を  

イrする穿孔帆封l＝ニレベルが高いため流人の可能怖が高い。  

6サ†＝甘址……吊叩化した輪状の銑を持つ須恵器蓑が1点だけである。   

以上の様子を紅絹種別に貼ると二1二師舐は、第2難、節3徹、第lⅢと変遷することから、l・t－  

3サ†対陣址一号Ⅰ－∫lサ住厨丑－＞‖－1－㌢軋帰址の稲井が可能であり、須恵裾の砥部調整とも打合  

する。   

次に土師杯の変遷はH－5サ†三iミ→H－2サ†≡iミ→H－3サ住と屑平化する傾向から見ると成り立  

つであろう。   

以上の見解をもとに各住居址の造物の咋†℃であるが針世紀後半代のものがⅠ一Ⅰ－2・5・6サ†三iミ  

居址が‘－）げられる。続く時期のものとしてl－l－3号†三棚川：があげられう！望・須恵妬から見て9世紀  

初頭（こ位嗣づけられる倉l－Ⅰ－‘トリ・住居Jll：からは南関束の手法を持つ杯と「コ」の字l二一辺醸が川二1二  

しているが、「コ」グ）字の形態的特徴から9世紀末薬から1n牡妃紬頭が妥当かと一軋われる。最俄に  

rI－1一別主が「コ」の字から退†とした恕と須恵椀からl州二紀後半の樟遇付けを考えておきたい。  

†も帰の変遷   

柿木題跡の†測甘址は8世紀後半から10枇紀後半まで変通する事が用土土器から比て考えられた。  

ここで各I…iミ居址の特徴をまとめておきたい．J   

まずjド面形であるが基本的に駅長のプランと縦長の片方形の二形態に分頬できよう。掛こl‡i渦  

の掘り込みの探さと球面の作川ノノ法がそれら分類と－・致する。つまり、縦長のプランを持つもの  

は地球であl）、壁高が‘10clll以上を測り、稚く掘り込んでおり、・防長のプラン封苛つものが、釦rli  

貼昧であり、掘り込みいOc111前後と浅い。このことはまた、竃の構造とも打合をし、袖部が†三iミ居  

内に造l＝】ほれるものが前署であり、すべて壁外に突川するものが後者である。このように本道  

跡においては奈良時代の住居形態と平安Il射じの住樹形磯に明確な相違が見られることが判明した。   

次に昧－ド土坑であるがⅠ一Ⅰ－l－り・†三i三倍址を除いて認められた。Ijミ居によって1個をもつものと数  

個もつものが市布している。尺硲倒から嫌下二U坑は胎盤を埋めた二】二購や小児を非ったニ1二墟との維  
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塞がなされている。そこでⅠ・Ⅰ－3号ti三J封ILの嫌下ニ1：坑内の須恵盤が伏せた状態で検出されている  

郭尖が副葬．紬的な意味あいを持ってくるのか、資料の増加を待って動こ検討を探めて行きか、。  
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福川健司1978   

山下歳†抒1981  
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砲・西から   



PL．3 H－2号住居址  

†む川面・満から  

州リノJ・西から   
娼  



PL．4 H－3号住居址  

†椚l川i・西から  

掘りリブ・西か／，   
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便Jl川吊・西から  
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lI－6号†jミ・西から   

W－1号拭・北から  
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刑  オよ  繋  げi  

i貴線名練  絹小過跡（かきのきいせき）  

遺跡所在地  群相聞刷J怜市れ圧町lT廿錮－15   

il跡陀号  A2  

羽立期間  明細駆（1粥3）隼12J】12【I一昭印5t川こ1I11311  

発掘面積  的5【川∩ナ  

調査原因  上引＝川目先（好一・1日犠牲べ会汁打棒建設千甘粗  

鋼査主体者  即蝿貼冊嗣f教ff委il全  教f‖主 食ル博之  

■ 楕 局  数†りこii佐藤1；i雌 托会拙作謀托 絹本 班IL余地設刷毛 ′ト沢辛人  

什会教†f係1毛 鈴木や三 文化Ili保縄刃汀主幅‖lれ川巨 文化＝＝某硝陳二i：什 一打地軸り  

文化財俣諸係主小 町川信之  

教育委月余社会教育課文化財保穫係  

係托1仙Il妃牡iミ圧ii仙川くけJi川情叫 什 持久人 け野修∴ 州Iく保之  

和地軸リー j三！】i机木洋一il部糾彦 叫川信之 木持 主亀 洋摘〔豊・い封イ：りこ 肘Il  

瑞穂 近藤昭一  

発娘旭当者  的ホ洋一・江部†l婚 前唯 て呈 抑紺Ir・料Il汀川 イこ＝注 油I糾I川副惚  

明査参加者  加舶 ∴′I三 木仙骨†rr－ 小出し・托r 小Iレ、ナl′・帖稚了川堆 圧行 文彦  

成仏  Ll主 式ル美ほr・r・叩橘†lir・′l川！もとil二 托JL タケl主岡 地抒；  

■1川11某 中高 つる 小＝ こう ■lり1汀七I直にと「1細り 払子  

他作l：†r・森‖ 博拾Il川】久r・  

明査協力  昭一 帽二 大汀11二行 鬼汗乏 芳ノさ わ膵†川 真悦  町i小l聖 経臆  

1勅】 －・武川  勉 律令沢．1川己 小明Ilりヾlい野  ′ほ 浜‖ 博一一  

枚川 川憎 飛川即11二＝三 木‖り  タk 快イこ  保 ∴消 耗「・裾II拾康  

‡川 れ吾 中央航署作式烏‖．抹バク＝†．．耶汗  

前f．馴川i水道跡  

昭和討隼5‖3111発行   

岬用15！川ミ5メ112tltてtl刷  

発行Ii射断け＝牧育委l＝l会  

前橋ホノ（宮町二‾】一ト112－1  

印刷 ほおずき譜：籍抹式会社  

長引川中巨越29：i柴崎第1ビル   


